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ジブラルタ・ロックは、安定性と信頼の象徴

企業の経営者様と従業員を守る、商工貯蓄共済付加保障制度
＜　担当：広島支社　・　福山支社　＞

コールセンター　0120－37－2269（ミナジブロック）
HPアドレス　　  http://www.gib-life.co.jp/

何百年もの間、荒波にもまれながらも形を変えない岩

ジブラルタ・ロック

それが、わたしたちのシンボルです

平
成
30
年
５
月
28
日
㈪
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
中
区
基
町
）
に
て
、

『
平
成
30
年
度
第
57
回
通
常
総
会
』
を
開

催
し
、
34
名
の
商
工
会
長
等
の
出
席
に
よ

り
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
熊
高
会
長
は
、
３
月
の

参
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
宮
本
周
司

参
議
院
議
員
（
全
国
連
顧
問
）
が
「
地
方

創
生
の
メ
イ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
強

靭
な
日
本
経
済
の
土
台
と
な
る
重
要
な
存

在
の
小
規
模
企
業
の
成
長
無
く
し
て
我
が

国
の
確
実
な
経
済
成
長
は
な
い
。
政
府
と

し
て
、
地
域
経
済
の
中
で
小
規
模
企
業
を

ど
う
位
置
づ
け
、
ま
た
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
期
待
や
支
援
の
在
り
方
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
」
と
質
問
し
た
こ
と
に
対

し
、
安
倍
総
理
大
臣
が
、「
小
規
模
企
業

は
地
域
の
担
い
手
と
言
っ
て
も
い
い
。
雇

用
の
支
え
手
と
し
て
地
域
経
済
の
中
核
を

担
い
、
地
域
活
動
で
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
の
認
識
の
も
と
、
持
続
的

な
事
業
活
動
が
可
能
と
な
る
よ
う
商
工
会

等
に
よ
る
伴
走
型
支
援
で
小
規
模
事
業
者

を
応
援
し
て
参
り
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
。

ま
た
、
世
耕
経
済
産
業
大
臣
か
ら
も

「
今
、
商
工
会
等
は
、
本
当
に
忙
し
く
な
っ

て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
、
相
談
の
機
能
も
ど
ん
ど
ん
必
要
性

が
増
し
て
き
た
。
商
工
会
等
の
活
動
を

し
っ
か
り
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
の
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
、

商
工
会
の
責
務
が
益
々
重
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
改

め
て
痛
感

し
て
い
る

と
述
べ
、

地
域
経
済

の
発
展
に

向
け
て
、

県
内
商
工

会
が
全
力

を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
、
出
席
し
て
い

る
商
工
会
長
へ
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
津
田
宏
氏
（
安
芸
太
田
町
商

工
会
長
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・
第
１
号
議
案

　
�　

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
（
監
査
報
告
）

・
第
２
号
議
案

�　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
関

す
る
件

第
１
号
議
案
の
事
業
報
告
で
は
、
経
営

発
達
支
援
事
業
に
取
り
組
む
商
工
会
に
対

し
、
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
、
年
間

２
０
０
回
の
支
援
を
行
い
、
年
度
末
ま
で

に
32
商
工
会
が
認
定
を
受
け
る
に
至
っ
た

こ
と
や
、
バ
イ
ヤ
ー
招
聘
型
の
商
談
会
に

て
、
過
去
最
高
の
20
件
の
商
談
成
立
に

至
っ
た
こ
と
の
報
告
を
し
ま
し
た
。　

ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
広
島

県
働
き
方
改
革
実
践
企
業
の
認
定
制
度
を

創
設
し
、
会
員
企
業
６
社
を
認
定
し
た
こ

と
や
、
事
業
承
継
対
策
や
農
業
者
と
商
工

業
者
の
交
流
促
進
事
業
な
ど
へ
の
取
組
み

実
績
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
の
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
選
任
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
か
ら
の
説
明
の
後
、
議
長
は
役
員
選

任
規
約
に
従
い
、
ま
ず
立
候
補
者
の
有
無

を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
の
意

思
表
示
が
な
く
、
次
い
で
指
名
推
薦
の
方

法
を
諮
っ
た
結
果
、
３
分
の
２
以
上
の
同

意
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
役
員
会
で
の
申
し
合
わ

せ
の
と
お
り
、
各
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た

８
名
の
役
員
選
考
委
員
を
推
薦
・
決
定
す

る
こ
と
を
議
場
に
諮
り
、
拍
手
多
数
の
承

認
を
受
け
、
別
室
に
て
選
考
委
員
会
が
開

催
さ
れ
18
名
の
新
役
員
候
補
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
は
、
選
出
さ
れ
た
候
補
の
信
任
を

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
役
員
に
就
任
の

承
諾
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
全
員
の
承
諾

を
得
ま
し
た
。

続
い
て
、再
選
さ
れ
た
熊
高
会
長
よ
り
、

専
務
理
事
に
石
井
正
朗
氏
を
指
名
す
る
こ

と
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
拍
手
多
数

に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
、
中
下
副
知
事
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
珠
算
検
定
実
施
・
商
工
貯
蓄
共
済
事

業
の
推
進
に
優
秀
な
実
績
を
残
し
た
商
工

会
な
ど
に
、表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に

貢
献
し
た
商
工
会
に
、
広
島
銀
行
・
ジ
ブ

ラ
ル
タ
生
命
株
式
会
社
か
ら
、
ま
た
、
商

工
会
の
共

済

制

度

『
か
が
や

き
』
の
普

及
推
進
に

寄
与
し
た

商
工
会
に
、

広
島
県
中

小
企
業
共

済
協
同
組

合
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ

感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
30
年
度

第
57
回
通
常
総
会 

開
催
県連

事
業
報
告
を
は
じ
め

２
つ
の
議
案
が
承
認
・
可
決
。

任
期
満
了
に
伴
い
新
役
員
も
決
定

通常総会の風景

開会挨拶を述べる熊高会長
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５
月
９
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
青
年
部

連
合
会
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

（
広
島
市
中
区
田
中
町
）
に
て
、『
平
成
30

年
度
第
１
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
』
並

び
に
『
平
成
30
年
度
広
島
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
通
常
総
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

全
部
長
出
席
（
34
名
）
の
も
と
、
平
成
29

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

総
会
前
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
正

副
会
長
６
名
か
ら
商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
広
島
大
会
や
各
種
事
業
に
つ
い
て
報
告

が
さ
れ
、
そ
の
後
、（
一
社
）
日
本
知
的

資
産
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会　

理
事
長　

西
元

康
浩
氏
を
講
師
に
迎
え
「
あ
な
た
の
会
社

が
目
指
す
の
は
売
上
で
す
か
？
継
続
で
す

か
？
～
小
さ
な
会
社
の
仕
組
み
づ
く
り

～
」
と
題
し
、
経
営
者
に
と
っ
て
大
事
な

視
点
を
学
び
ま
し
た
。
本
当
の
強
み
は
、

知
恵
・
工
夫
・
経
験
、
そ
れ
を
資
産
だ
と

気
づ
い
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
資
産
か

ら
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
、
多
店
舗
展
開

や
事
業
承
継
に
つ
な
げ
る
。
人
の
力
が
支

え
て
い
る
中
小
企
業
だ
か
ら
こ
そ
、
人
の

力
が
失
わ
れ
た
時
の
危
機
に
備
え
る
必
要

が
あ
る
。人
の
力
を
会
社
の
力
に
変
え
る
。

会
社
の
力
が
、
新
た
な
人
の
力
を
生
み
出

す
な
ど
素
晴
ら
し
い
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

研
修
後
に
開
か
れ
た
平
成
30
年
度
通
常

総
会
で
は
三
原
臨
空
商
工
会
青
年
部
杉
森

部
長
を
議
長
に
選
出
し
、
１
つ
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
１
号
議
案
―
平
成
29
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

総
会
終
了
後
に
は
、
来
賓
を
迎
え
て
平

成
30
年
度
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

長
表
彰
式
で
は
、
経
営
革
新
承
認
事
業
所

14
名
・
部
員
増
強
運
動
５
部
門
と
広
島
県

商
工
会
青
年
部
顕
彰
３
部
門
の
受
賞
者
が

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
次
の
通
り
。

●�
平
成
29
年
度
経
営
革
新
支
援
法
認
定
青

年
部
員

・�

㈱
久
保
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
（
五
日
市
商

工
会
）

・�

合
同
会
社
ウ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
エ
イ
ア
ー

ル
（
江
田
島
市
商
工
会
）

・�

大
倉
和
也
（
と
び
し
ま
理
髪
店
）（
呉

広
域
商
工
会
）

・
㈱
く
れ
ブ
ラ
ン
ド
（
呉
広
域
商
工
会
）

・
橋
本
工
業
㈲
（
呉
広
域
商
工
会
）

・
宮
下
畳
製
造
所
（
呉
広
域
商
工
会
）

・
中
原
農
園
（
大
崎
上
島
町
）

・�

㈱
ｅ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス（
神
辺
町
商
工

会
）

・
㈱
パ
ナ
電
化
（
神
辺
町
商
工
会
）

・
コ
パ
整
骨
院
（
神
辺
町
商
工
会
）

・
㈱
か
こ
川
商
店
（
神
辺
町
商
工
会
）

・
㈲
村
上
瓦
興
業
（
神
石
高
原
商
工
会
）

・
ゴ
ウ
ダ
㈱
（
備
北
商
工
会
）

・
㈱
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
備
北
商
工
会
）

●�

部
員
増
強
（
平
成
29
年
４
月
１
日
と
平

成
30
年
４
月
１
日
を
比
較
し
た
最
上
位

者
）

・�

部
員
数
の
増
加
（
純
増
）
数
の
部
（
北

広
島
町
商
工
会
青
年
部
）

・�

新
規
加
入
部
員
数
（
北
広
島
町
商
工
会

青
年
部
）

・�

部
員
増
加
比
率
（
江
田
島
市
商
工
会
青

年
部
）

・�

女
性
部
員
新
規
加
入
数
（
広
島
安
佐
・

広
島
東
・
北
広
島
町
・
安
芸
高
田
市
商

工
会
青
年
部
）

・�

若
手
部
員
（
20
代
）
新
規
加
入
数
（
宮

島
町
・
北
広
島
町
・
三
次
広
域
商
工
会

青
年
部
）

●�

青
年
部
顕
彰
（
各
部
門
に
お
い
て
顕
著

な
功
績
の
あ
っ
た
者
及
び
青
年
部
）

・�

人
づ
く
り
部
門
（
五
日
市
商
工
会
青
年

部　

角　

貴
夫
）

・�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門
（
広
島
安
佐
商
工

会
青
年
部　

升
谷　

玄
徳
）

・�

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門
（
福
山
北

商
工
会
青
年
部
）

部員増強表彰を受けられた一同

平 成 30 年 度

並
び
に

『
広
島
県
商
工
会
青
年
部

    

連
合
会
第
１
回
商
工
会

             

青
年
部
研
修
会
』

『
広
島
県
商
工
会
青
年
部

   

連
合
会
通
常
総
会
』開
催

県  青  連
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県
中
小
企
業
共
済
共
同
組
合�

前
川
重
樹

常
務
理
事
（
林
恵
介
県
共
済
理
事
長
代

理
）、
広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の

植
田
悠
司
会
長
の
４
名
が
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
、
代
表
し
て
松
岡
課
長
と
石
井
専

務
か
ら
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

通
常
総
会
で
は
安
芸
太
田
町
商
工
会
女

性
部
の
佐
々
木
幸
代
部
長
を
議
長
に
選
出

し
、
２
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
。
全
て

全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
１
号
議
案
―
平
成
29
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・�
第
２
号
議
案
―
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件

第
２
号
議
案
は
現
在
の
役
員
が
今
年
５

月
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
今
総
会
で

新
役
員
を
選
出
す
る
た
め
に
上
程
さ
れ
た

議
案
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た
８

名
の
役
員
選
考
委
員
が
役
員
候
補
者
の
選

考
を
行
い
、
議
場
に
て
承
認
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
役
員
21
名
が
決

定
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り

会
　
長　

作
田　

直
美
（
三
原
臨
空
）

副
会
長　

小
林　

美
穂
（
佐
伯
）

　
　
　
　

佐
々
木
幸
代
（
安
芸
太
田
町
）

　
　
　
　

松
井
美
椰
子
（
黒
瀬
）

　
　
　
　

広
田　

妙
子
（
神
石
高
原
）　

　
　
　
　

横
手
千
恵
子
（
三
次
広
域
）

理
　
事　

山
村
ゆ
う
子
（
宮
島
町
）

　
　
　
　

佐
伯
玲
衣
子
（
五
日
市
）

　
　
　
　

上
田　

勝
子
（
広
島
東
）

　
　
　
　

宇
和
村
静
子
（
呉
広
域
）

　
　
　
　

大
瀬
戸
紫
苑
子
（
高
陽
町
）

　
　
　
　

中
谷　

利
恵
（
安
古
市
町
）

蕁（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

蕁（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

蕁（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

蕁（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

蕁（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

５
月
７
日
㈪
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

広
島
（
広
島
市
南
区
元
宇
品
町
）
に
て

『
第
19
回
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
広
島

県
大
会
』
に
続
き
、『
平
成
30
年
度
第
52

回
通
常
総
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
人

出
席
32
人
、
委
任
状
出
席
１
人
、
計
33
人

の
出
席
の
も
と
、平
成
29
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
欠
席
さ
れ
た
井
上
会
長

に
代
わ
っ
て
橋
口
副
会
長
が
会
長
挨
拶
を

代
読
。「
51
年
目
と
な
っ
た
昨
年
度
は
次

の
半
世
紀
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に

な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
新
し
い
事
業
に
は

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
例

年
通
り
様
々
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
も
活
動
に
協
力
い
た
だ
い

た
女
性
部
員
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
ま
し
た
。ま
た
、

通
常
総
会
の
議
題
に
上
が
っ
て
い
る
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
活

動
に
尽
力
し
た
役
員
に
労
い
の
言
葉
を
贈

る
と
共
に
、
新
た
な
役
員
に
向
け
て
「
新

た
な
半
世
紀
の
魅
力
あ
る
女
性
部
を
目
指

し
て
力
を
尽
く
し
て
欲
し
い
」
と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。
続
い
て
広
島
県
商
工
労
働

局
経
営
革
新
課
の
松
岡
弘
道
課
長
（
湯
﨑

英
彦
県
知
事
代
理
）、
県
連
石
井
正
朗
専

務
理
事
（
熊
高
一
雄
会
長
代
理
）、
広
島

　
　
　
　

尼
子　

勝
子
（
祇
園
町
）

　
　
　
　

田
中　

民
子
（
北
広
島
町
）

　
　
　
　

高
下　

昭
美
（
安
芸
津
町
）

　
　
　
　

松
浦　

啓
子
（
大
崎
上
島
町
）

　
　
　
　

吉
口
太
賀
子
（
世
羅
町
）

　
　
　
　

佐
藤
三
津
子
（
神
辺
町
）

　
　
　
　

金
藤　

政
子
（
東
城
町
）

監
　
事　

中
村　

順
子
（
府
中
町
）

　
　
　
　

岡
田　

順
子
（
福
山
あ
し
な
）

広
島
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長
の

代
替
わ
り
は
18
年
ぶ
り
、
新
会
長
と
な
る

三
原
臨
空
商
工
会
女
性
部
の
作
田
直
美
部

長
は
４
代
目
と
な
り
ま
す
。

議
事
が
終
了
後
、
作
田
新
会
長
は
新
役

員
を
代
表
し
「
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
女
性

部
を
輝
か
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

平成30年度

第
52
回

  
通
常
総
会 

開
催

第
52
回

  
通
常
総
会 

開
催

県
女
性
連

作田新会長（１列中央）と新役員のみなさん
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５
月
７
日
㈪
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
南
区
元
宇
品
町
）
に

て
『
第
19
回
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
広

島
県
大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
張
発

表
を
行
っ
た
の
は
、
６
つ
の
地
域
か
ら
選

ば
れ
た
代
表
者
。
日
頃
の
女
性
部
活
動
で

感
じ
た
熱
い
想
い
を
、
精
一
杯
発
表
し
ま

し
た
。

発
表
者
は
芸
南
西
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
古

江
静
美
さ
ん
（
江
田
島
市
）、
芸
南
東
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
平
井
千
恵
子
さ
ん
（
府
中

町
）、
芸
北
地
域
協
議
会
代
表
の
山
下
洋

子
さ
ん
（
沼
田
町
）、
中
央
地
域
協
議
会

代
表
の
小
川
順
子
さ
ん
（
三
原
臨
空
）、

備
南
地
域
協
議
会
代
表
の
池
本
正
子
さ
ん

（
神
辺
町
）、
備
北
地
域
協
議
会
代
表
の
宮

野
雅
子
さ
ん
（
備
北
）。

甲
乙
つ
け
が
た
い
発
表
が
続
く
中
、
備

北
地
域
協
議
会
代
表
の
宮
野
さ
ん
が
最
優

秀
賞
、
備
南
地
域
協
議
会
の
池
本
さ
ん
が

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
今
回
、
３
度
目

の
審
査
員
長
を
務
め
た
中
国
新
聞
社
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
局
の
三
藤
和
之
担
当
局
長
は
講

評
で
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
宮
野
さ
ん
に
つ

い
て
「
新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
青

年
部
と
の
連
携
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

女
性
部
の
活
動
内
容
が
丁
寧
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
」
と
評
価
し
た
上
で
「
掴
み
も

上
手
く
、
構
成
も
巧
み
。
最
後
に
オ
チ
が

あ
る
と
も
っ
と
会
場
が
盛
り
上
が
る
は

ず
」
と
中
四
国
大
会
に
向
け
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
さ
れ
ま
し
た
。

宮
野
さ
ん
は
、
９
月
４
日
に
徳
島
県
で

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

       
広
島
県
大
会  

開
催

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表

       
広
島
県
大
会  

開
催

第  

 
回
19

県女性連

広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

㈱近畿日本ツーリスト中国四国　広島支店

広島市中区立町１番２４号（有信ビル７階）
電話（０８２）２２１-７０３１
FAX（０８２）２２１-７０３９

開
催
さ
れ
る
『
平
成
30
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
大

会
』に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。宮野さんと会場からエールを贈った備北商工会女性部のみなさん
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副
委
員
長
（
本
部
担
当
）
大
島
　
久
典

大
会
実
行
副
委

員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
、
広

島
県
商
工
会
青
年

部
連
合
会
副
会
長

の
大
島
と
申
し
ま

す
。
ま
ず
は
、
広
島
大
会
を
招
致
し
て
い

た
だ
い
た
先
輩
方
、
そ
し
て
大
会
準
備
を

支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
広
島
県
内
全
て

の
商
工
会
青
年
部
員
・
事
務
局
の
皆
様
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
11
月
21
・
22
日
の
開
催
日
ま
で

い
よ
い
よ
半
年
を
切
り
ま
し
た
。
本
大
会

で
は
青
年
部
ら
し
い
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
大
会
運
営
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
６
月
に
は
大
会
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
と
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ペ
ー
ジ
を

公
開
し
、
大
会
当
日
に
向
け
て
の
広
報
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

大
会
当
日
に
配
布
さ
れ
て
い
た
大
会
冊
子

に
つ
い
て
紙
を
廃
止
し
、
全
て
Ｗ
ｅ
ｂ
に

集
約
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
大
会
ま
で
に
多
く
の
情
報

発
信
が
で
き
、
当
日
は
大
会
の
ラ
イ
ブ
配

信
や
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
な
ど
こ

第
20
回
商
工
会
青
年
部

　
　  全
国
大
会
開
催
に

　
　
　
　
　
　
　当
た
っ
て

特集

れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
表
現
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
全
国
大
会
が
発
表
者
が

想
い
を
伝
え
る
た
め
だ
け
の
大
会
で
は
な

く
、
参
加
す
る
皆
さ
ん
が
新
た
な
発
見
・

共
感
を
得
て
、
地
域
・
青
年
部
の
仲
間
と

共
に
新
た
な
価
値
を
創
り
あ
げ
る
素
晴
ら

し
い
大
会
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま

す
。副

委
員
長
（
渉
外
担
当
）
竹
本
　
　
浩

年
々
盛
り
上
が

り
を
見
せ
る
主
張

発
表
大
会
を
軸
と

す
る
商
工
会
青
年

部
全
国
大
会
を
広

島
県
で
開
催
す
る

に
あ
た
り
参
加
者
に
広
島
県
の
魅
力
を
伝

え
県
内
外
全
国
の
部
員
さ
ん
に
学
び
と
気

づ
き
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
帰
っ
て
頂
け

る
よ
う
な
大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
広
島
大
会
で
は
環
境
の
変
化
や
時

代
の
流
れ
に
対
し
て
全
国
大
会
が
今
後
ど

の
様
に
な
っ
て
い
く
べ
き
か
、�

広
島
県
で

は
ど
ん
な
大
会
が
で
き
る
か
、
を
考
え
多

く
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
変
化
を
盛
り
込
ん
だ

大
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
言
え
ば
交

流
会
の
屋
外
開
催
で
、
広
島
県
の
部
員
さ

ん
の
力
を
集
結
し
屋
外
だ
か
ら
で
き
る
こ

と
を
考
え
、「
手
作
り
で
お
も
て
な
す
」

を
意
識
し
な
が
ら
11
月
末
の
寒
い
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
暖
か
く
交
流
し
た
く
な
る

様
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
県

外
か
ら
の
参
加
者
だ
け
で
な
く
広
島
の
部

員
さ
ん
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
大
会
に
な

り
、
広
島
大
会
に
参
加
し
た
部
員
さ
ん
が

今
後
全
国
大
会
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て
頂

き
参
加
者
が
自
然
に
増
え
て
い
く
、
そ
ん

な
き
っ
か
け
の
大
会
に
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

総
務
・
交
流
担
当
委
員
会

総
務
・
交
流
担
当
委
員
会
で
は
、
主
に

は
大
会
の
予
算
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
大
会
リ

ハ
ー
サ
ル
、
当
日
運
営
を
担
当
し
て
お
り
ま

す
。交

流
会
で
は
、
旧
広
島
市
民
球
場
跡
地

を
用
い
て
野
外
で
の
大
懇
親
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

基
本
的
に
は
み
な
さ
ん
を
影
で
支
え
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
大
会
は
初
日
に
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
野

外
で
の
交
流
会
、
二
日
目
に
基
調
講
演
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
が
そ

う
い
っ
た
内
容
を
よ
り
確
実
に
よ
り
円
滑
に

運
営
し
て
い
け
る
よ
う
に
日
々
委
員
会
に
て

全
体
把
握
、
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
と
し
て
の
動
き
は
、
各
委
員
会

が
自
分
た
ち
の
役
割
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

進
捗
管
理
や
協
議
事
項
を
早
期
に
発
見
し
、

提
案
を
行
い
ま
す
。
ま
た
各
委
員
会
で
の
見

積
も
り
等
を
元
に
予
算
管
理
を
行
い
、
全
体

予
算
を
執
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
回
の
大
会
で
は
い
ろ
ん
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
か
ら

こ
そ
生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
形
が
あ
り
ま

す
。
青
年
部
に
は
限
り
な
い
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
実
証
す
る
為
に
も
、
常
に
考

え
行
動
し
皆
様
を
お
も
て
な
し
い
た
し
ま

す
。研修

・
広
報
担
当
委
員
会

研
修
・
広
報
担
当
委
員
会
で
は
、
大
会

公
式
Ｈ
Ｐ
や
研
修
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま

す
。研

修
で
は
青
山
学
院
大
学
駅
伝
監
督
原

晋
様
を
講
師
に
招
き
、
基
調
講
演
を
行
っ
て

も
ら
い
ま
す
。
世
羅
高
校
出
身
の
原
監
督
で

す
が
、
青
学
の
監
督
に
就
か
れ
て
以
来
、
箱

根
駅
伝
大
会
な
ど
で
の
活
躍
は
皆
様
も
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。
最
近
で
は
テ
レ
ビ
の
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
な
ど
も
さ
れ
、
公
私
と
も
ご

多
忙
の
な
か
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

基
調
講
演
を
通
し
て
新
し
い
気
づ
き
が
生
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
広
島
大
会
で
は
全
国
初
の
試
み

と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
を
フ
ル
活
用
し
た
広
報
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
従
来
で
す
と
Ａ
４
版
の

大
会
冊
子
を
用
い
て
き
ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
化

し
大
会
公
式
Ｈ
Ｐ
に
情
報
を
集
約
す
る
こ
と

で
大
会
前
か
ら
確
認
で
き
、
か
つ
新
し
い
表

現
で
魅
せ
る
Ｈ
Ｐ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
き

ま
す
。

振
興
担
当
委
員
会

振
興
担
当
委
員
会
で
は
、
主
に
、
商
人

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ひ
ろ
し
ま
産
業
展
、
大
会

公
認
グ
ッ
ズ
の
企
画
、
大
懇
親
会
で
の
青
年

部
屋
台
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、「
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

は
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
12
名

が
、
約
３
、５
０
０
人
の
青
年
部
員
の
前
で
、

自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
発
表
し

ま
す
。
過
去
に
は
、
こ
の
発
表
を
き
っ
か
け

に
全
国
に
販
路
を
広
げ
た
部
員
も
い
る
な

ど
、
と
て
も
魅
力
的
な
企
画
で
す
。

さ
ら
に
今
回
は
、
事
業
者
の
持
続
的
発

展
に
少
し
で
も
支
援
で
き
る
環
境
を
作
り
た

い
と
の
想
い
か
ら
、
中
小
機
構
並
び
に
公
庫

の
無
料
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、「
ひ
ろ
し
ま
産
業
展
」
で
は
、
県

内
の
約
30
社
が
出
店
し
、
独
自
の
技
術
や

サ
ー
ビ
ス
の
展
示
や
特
産
品
、
グ
ル
メ
や
ド

リ
ン
ク
な
ど
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
年
部
員
に
は
、
是
非
と
も
全
国
大
会

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
全
国
の
青
年
部
員

と
交
流
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

各
担
当
委
員
会
か
ら
の
ご
報
告

い
よ
い
よ
広
島
大
会
ま
で
半
年
を
切

り
、
昨
年
10
月
に
発
足
し
た
全
国
大
会

運
営
委
員
会
も
幾
度
も
の
会
議
を
重
ね

次
第
に
大
会
の
細
部
が
決
定
し
て
き
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
、
副
実
行
委
員
長
の

大
会
に
向
け
て
の
抱
負
と
各
担
当
委
員

会
か
ら
報
告
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
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第20回 商工会青年部全国大会広島大会協賛広告募集について

広島県商工会青年部連合会会長
大会運営委員会委員長

植田悠司

全国大会 事務局（広島県商工会青年部連合会） hiroshima-6wa@hint.or.jp（全国大会専用アドレス）

協賛メニュー 協賛費 テキスト表示 協賛ページ作成
ロゴ掲載 掲載位置

小 大 一覧ページ トップページ

プラチナ協賛 ¥200,000 ○ ○ 特大 １番 ○

ゴールド協賛 ¥100,000 ○ ○ × ○ ２番 ○

シルバー協賛 ¥50,000 ○ ○ ○ × ３番 ×

ブロンズ協賛 ¥30,000 ○ ○ × × ４番 ×

スタンダード協賛 ¥10,000 ○ ○ × × ５番 ×

ライト協賛 ¥5,000 ○ × × × ６番 ×

第20回商工会青年部全国大会広島大会

大会協賛へのご協力のお願い

大会開催概要

広告掲載方法

広告料金

広告掲載イメージ

お問い合わせ

広告掲載期間

大会名
主催 / 主幹

開催場所

開催期間
公式サイト
参加規模

全国商工会青年部連合会 / 広島県商工会青年部連合会

2018年11月21日㈬、22日㈭の2日間

申し込み受付完了から平成31年3月末迄掲載

http://www.impulse-summit.com
約3,500名（県内 : 500名、県外 : 3,000名）

・広島グリーンアリーナ（式典、主張発表ほか）
・旧広島市民球場跡地（交流会）

デモサイトURL 「http://www.impulse-summit.com/ad_test/」

http://www.impulse-summit.com

　広島大会では全国初の試みとしてWebをフル活用した広報をすることでご協賛頂け
る皆様方が高い宣伝効果を得られるよう取り組みをすることになりました。
　この取り組みは時代に合わせイノベーションを取り組んでいく商工会青年部におい
て必要なことであり、ご協賛頂ける皆様方にも喜んで頂けるものと確信しております。
　つきましては、誠に恐縮ではございますが、「第20回商工会青年部全国大会広島大会」
を成功させるため、特段のご高配を賜り、大会協賛にご賛同くださいますよう心から
お願い申し上げます。
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同
社
は
、
産
直
市
場
や
レ

ス
ト
ラ
ン
、パ
ン
工
房
、ハ
ー

ブ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
併
設
し

た
「
道
の
駅
ア
リ
ス
ト
ぬ
ま

く
ま
」
を
運
営
す
る
企
業
で

あ
る
。
働
き
方
改
革
に
取
り

組
ん
だ
き
っ
か
け
を
代
表
取

締
役
の
村
上
設
雄
氏
に
尋
ね

た
。

　
「
道
の
駅
の
果
た
す
役
割

と
し
て
、
地
域
振
興
の
た
め

の
地
産
地
消
、
都
市
と
の
交

流
拠
点
の
推
進
、
地
元
雇
用

の
創
出
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
小
さ
な
拠
点
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
雇
用
の
面

か
ら
考
え
る
と
、
従
業
員
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
、

働
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
職
場
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
働
き

方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
に

至
り
ま
し
た
」
広
島
県
下
に

は
多
く
の
道
の
駅
が
あ
る

が
、「
県
内
の
道
の
駅
と
し

て
、
働
き
方
改
革
の
取
組
に

先
進
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
、
平
成
26
年
か
ら
取
組
を

ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
30
年
１

月
、
働
き
方
改
革
実
践
企
業

と
し
て
認
定
さ
れ
た
。
同
社

の
取
組
が
、
他
の
道
の
駅
へ

の
刺
激
と
も
な
り
、
目
標
の

よ
う
に
し
て
も
ら
え
る
こ
と

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い

た
と
い
う
。

　
「
賃
金
だ
け
で
な
く
、
従

業
員
が
働
き
や
す
い
環
境
を

つ
く
ら
な
い
と
、
求
人
を
出

し
て
も
応
募
し
て
く
れ
ま
せ

ん
。『
こ
の
職
場
で
働
い
て

み
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
で
、

仕
事
へ
の
魅
力
が
感
じ
ら

れ
、
入
社
後
も
従
業
員
が
長

く
働
い
て
く
れ
る
の
で
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
」
と
村
上

氏
は
語
る
。

　
「
道
の
駅
ア
リ
ス
ト
ぬ
ま

く
ま
」
の
事
業
は
、
レ
ス
ト

ラ
ン
・
市
場
・
そ
ば
処
の
３

部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

職
場
環
境
も
さ
ま
ざ
ま
で
、

業
務
内
容
や
、
業
務
の
時
間

も
異
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
取

り
組
ん
だ
の
が
、
従
業
員
の

意
見
を
く
み
取
る
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
全
部
門

の
店
長
及
び
支
配
人
、
社
長

が
集
ま
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
課

題
を
出
し
合
う
店
長
会
議
の

み
を
行
っ
て
い
た
が
、
よ
り

従
業
員
の
声
を
取
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
た

に
部
門
ご
と
の
部
門
別
会
議

を
月
に
１
度
実
施
。
部
門
別

会
議
で
は
、
部
門
ご
と
に

パ
ー
ト
社
員
か
ら
店
長
ま
で

第２回認定企業

有限会社アリストぬまくま

所在地
〒720-0313 広島県福山市沼隈町常石1796

事業内容
道の駅アリストぬまくま運営管理・関連施設運営

職員数
31名（男性５名、女性26名）

・やってみたいことや課題を出し合う会議
・要望は可能な限り聞き「どうしたらできるのか」を考える
・雇用形態やシフトは従業員の個々の事情に応じて柔軟に対応

従業員のニーズに合わせた
柔軟な雇用形態を通して地域に貢献

働
き
や
す
い
職
場
・

働
い
て
み
た
い
職
場
づ

く
り

先
進
的
に
取
り
組
む
「
道

の
駅
」
を
目
指
し
て

（沼隈内海商工会）

特集　広島県働き方改革実践企業認定制度−取組事例−
Vol.4

風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
へ

従
業
員
の
要
望
・
意
見
に
耳

を
傾
け
る
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全
員
が
参
加
し
、
業
務
改
善

や
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

う
。
例
え
ば
、
陳
列
棚
の
設

置
場
所
に
つ
い
て
、
よ
り
お

客
様
に
見
え
や
す
い
位
置
に

配
置
す
る
な
ど
の
改
善
を
求

め
る
も
の
も
あ
り
、
実
際
に

設
置
場
所
を
変
え
、
お
客
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
実
際
に
そ
の
部
門
別
会

議
で
出
た
従
業
員
の
意
見
を

店
長
が
集
約
し
、
店
長
会
議

で
報
告
す
る
な
ど
、
よ
り
従

業
員
の
声
を
聞
き
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
人
事
考

課
と
し
て
年
２
回
、
従
業
員

が
自
己
評
価
し
た
人
事
評
価

シ
ー
ト
を
使
い
、
支
配
人
と

社
長
が
面
談
し
て
総
合
評
価

を
行
っ
て
い
る
の
だ
が
、
面

談
で
は
評
価
の
み
な
ら
ず
、

従
業
員
か
ら
業
務
改
善
の
提

案
や
、
勤
務
体
制
な
ど
へ
の

要
望
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。

　

こ
う
し
た
従
業
員
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
取
組
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
村
上
氏
は

語
る
。「
従
業
員
か
ら
の
意

見
や
要
望
は
可
能
な
限
り
聞

き
ま
す
。
出
て
き
た
要
望
に

対
し
『
で
き
な
い
』
と
決
め

つ
け
る
の
で
は
な
く
『
ど
う

し
た
ら
で
き
る
の
か
』
と
い

う
気
持
ち
で
耳
を
傾
け
ま

す
。
せ
っ
か
く
出
し
て
く
れ

た
従
業
員
の
意
見
や
要
望
を

最
初
か
ら
否
定
し
て
し
ま
う

と
、
意
見
そ
の
も
の
を
言
い

に
く
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

従
業
員
に
と
っ
て
、
毎
日
仕

事
を
す
る
職
場
環
境
は
重
要

で
す
。
風
通
し
が
悪
く
雰
囲

気
が
良
く
な
い
職
場
環
境
で

は
、
業
務
の
効
率
も
下
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
風
通
し
の

良
い
職
場
は
、
従
業
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

円
滑
だ
と
思
い
ま
す
」

　

従
業
員
の
勤
務
体
制
に
つ

い
て
、
村
上
氏
は
「
特
に
、

個
々
の
出
社
や
退
社
時
間
に

つ
い
て
の
要
望
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
聞
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

同
社
の
基
本
的
な
営
業
時
間

は
８
時
か
ら
16
時
。
こ
の
中

で
要
望
を
考
慮
し
つ
つ
、
店

長
が
従
業
員
の
シ
フ
ト
を
組

ん
で
い
く
の
だ
が
、
病
気
な

ど
突
発
的
に
休
ま
な
い
と
い

け
な
い
場
合
も
生
じ
る
。
し

か
し
、
店
を
空
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
他
の
従

業
員
の
協
力
を
得
て
の
シ
フ

ト
応
援
・
フ
ォ
ロ
ー
を
し

あ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

同
社
の
従
業
員
は
、
７
割

以
上
が
女
性
で
、
お
よ
そ
20�

歳
か
ら
70
歳
の
方
ま
で
幅
広

い
世
代
の
人
が
従
事
し
て
い

る
。「
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き

た
い
」
「
一
日
数
時
間
だ
け

働
き
た
い
」
な
ど
、
働
き
方

に
対
す
る
従
業
員
の
事
情
も

個
々
に
さ
ま
ざ
ま
。
正
社
員

だ
け
で
な
く
パ
ー
ト
社
員
の

個
々
の
事
情
を
考
慮
し
て
、

シ
フ
ト
を
相
談
で
き
る
こ
と

を
、
就
職
面
談
時
に
も
告
げ

て
い
る
と
い
う
。

　
「
実
際
、
皆
の
要
望
を
聞

い
て
シ
フ
ト
を
組
む
の
は
大

変
で
す
が
、
従
業
員
か
ら
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
で
き
る

だ
け
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

取
組
に
よ
っ
て
、
従
業
員
自

身
も
互
い
に
協
力
し
よ
う
と

い
う
体
制
が
で
き
て
き
た
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
」
と
村

上
氏
は
手
応
え
を
語
る
。����

　

現
在
は
、
育
児
休
業
中
の

女
性
や
、
子
育
て
し
な
が
ら

週
３
日
勤
務
の
パ
ー
ト
従
業

員
も
い
る
。
他
に
も
正
社
員

と
し
て
働
い
て
い
た
が
事
情

に
よ
り
い
っ
た
ん
退
職
後
、

再
度
パ
ー
ト
勤
務
で
採
用
さ

れ
た
人
も
い
る
。

　
「
皆
さ
ん
が
働
き
や
す
い

勤
務
形
態
を
で
き
る
だ
け
提

供
す
る
こ
と
で
、
長
く
働
き

続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
か
ら
ね
」と
村
上
氏
。

平
成
28
年
に
正
社
員
で
入
社

後
、
家
庭
の
事
情
で
一
時

パ
ー
ト
勤
務
に
変
わ
り
、
現

在
は
再
び
正
社
員
と
し
て
勤

務
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門
の

杉
原
さ
ん
に
話
を
伺
っ
た
。

　
「
家
庭
の
事
情
が
あ
り
、

正
社
員
で
勤
務
す
る
こ
と
が

難
し
か
っ
た
時
、
仕
事
は
続

け
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
支

配
人
に
相
談
し
ま
し
た
。
私

の
思
い
を
尊
重
し
て
い
た
だ

き
、
パ
ー
ト
勤
務
へ
の
変
更

を
提
案
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
約
６
カ
月
間
、
週
４
日

ほ
ど
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

に
な
っ
た
こ
と
で
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
正
社
員

に
戻
っ
た
現
在
で
も
、
あ
り

が
た
い
こ
と
に
シ
フ
ト
面
で

会
社
に
い
ろ
い
ろ
要
望
を
聞

い
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
実

は
、
社
長
が
昼
休
み
に
従
業

員
と
一
緒
に
食
事
を
と
り
な

が
ら
雑
談
に
応
じ
て
く
れ

て
、
社
内
全
体
が
普
段
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

り
や
す
い
雰
囲
気
な
の
で

す
。
今
後
は
ア
ロ
マ
や
ハ
ー

ブ
の
こ
と
を
勉
強
し
て
、
接

客
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
」

　
「
働
き
方
改
革
の
取
組
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
が
、
当
社
は
日
頃
か

ら
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
で
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
環

境
が
以
前
か
ら
あ
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
取
組
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

域
に
あ
っ
て
地
域
の
方
々
に

親
し
ま
れ
、
支
持
さ
れ
る
存

在
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

働
き
改
革
を
通
じ
て
そ
の
理

念
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
村
上
氏

は
締
め
く
く
っ
た
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
を
推
進

勤
務
時
間
短
縮
等
、
柔
軟

な
シ
フ
ト
を
実
践

「広島県働き方改革実践企業認定制度」

６月11日（月）～７月６日（金）
平成30年度　募集スケジュール

第3回

第4回

　広島県商工会連合会および広島県商工会議所連合会で
は、県内企業の働き方改革の取組を推進するため、平成
29年度「広島県働き方改革実践企業認定制度」を創設し、
広島県と協力して認定企業の審査や優良事例のPRを行っ
ています。
　この認定制度へのチャレンジを、自社の働き方改革へ
の着手や、さらなる改革推進の契機として、是非ご活用
ください。

終了

10月15日（月）～11月９日（金）
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広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
、
６
月
９
日
㈯
、
広
島

市
文
化
交
流
会
館
（
広
島
市
中
区
加
古

町
）
に
て
『
平
成
30
年
度
第
14
回
広
島
県

商
工
会
職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』

を
県
内
の
商
工
会
職
員
２
４
０
名
が
参
加

し
、
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会

を
開
催
。
指
導
職
員
が
提
出
し
た
２
事
例

を
含
む
１
２
８
事
例
の
中
か
ら
、
専
門
家

に
よ
る
審
査
結
果
を
参
考
に
、
経
営
指
導

員
部
会
に
て
最
終
審
査
を
実
施
し
、
支
援

事
例
の
テ
ー
マ
ご
と
に
内
容
を
検
討
し
選

出
。
選
ば
れ
た
５
名
の
代
表
者
が
日
頃
の

取
り
組
み
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

発
表
を
行
っ
た
の
は
、
広
島
東
商
工
会

の
大
形
光
昭
経
営
指
導
員
、
高
陽
町
商
工

会
の
熊
谷
典
行
経
営
指
導
員
、
江
田
島
市

商
工
会
の
松
本
博
之
経
営
指
導
員
、
呉
広

域
商
工
会
の
佐
々
木
隆
司
経
営
指
導
員
、

大
野
町
商
工
会
の
開
本
浩
司
経
営
指
導

員
。
自
身
が
担
当
し
た
経
営
支
援
に
込
め

た
思
い
と
そ
の
手
法
を
熱
く
語
り
ま
し

た
。発

表
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ
た
第
２
部

の
研
修
会
で
は
、
一
般
社
団
法
人
小
規
模

企
業
経
営
支
援
協
会
理
事
長
で
（
株
）
ア

テ
ー
ナ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の

立
石
裕
明
氏
が
『
小
規
模
基
本
法
に
か
け

『
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

『
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

県   

連

１
２
８
の
事
例
か
ら
選
ば
れ
た

５
名
の
代
表
者
が
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
や
成
果
を
発
表

た
思
い
～
職

員
の
方
々
に

是
非
伝
え
た

い
こ
と
～
』

を
テ
ー
マ
に

講
演
。
平
成

26
年
に
施
行

さ
れ
た
小
規

模
基
本
法
に

か
け
ら
れ
た

思
い
と
、
そ

の
ポ
イ
ン
ト

を
丁
寧
に
解

説
し
ま
し
た
。
最
後
に
立
石
氏
は
「
小
規

模
基
本
法
が
分
か
り
に
く
く
て
も
、
使
い

づ
ら
い
と
感
じ
た
と
し
て
も
、
小
規
模
企

業
の
た
め
に
哲
学
を
変
え
て
ま
で
作
っ
た

画
期
的
な
法
律
で
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん

や
職
員
の
み
な
さ
ん
に
、
家
業
と
地
域
を

守
る
た
め
、
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え

ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
に
は
、
永
年
勤
続
表
彰

が
行
わ
れ
、
30
年
表
彰
を
代
表
し
て
戸
川

功
志
経
営
指
導
員
、
20
年
表
彰
を
代
表
し

て
金
川
美
紀
指
導
職
員
、
10
年
表
彰
を
代

表
し
て
横
田
牧
経
営
指
導
員
が
、
山
崎
会

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
の

結
果
発
表
が
行
わ
れ
、
高
陽
町
商
工
会
の

熊
谷
経
営
指
導
員
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
熊
谷
経
営
指
導
員
は
、『
コ
ッ

ペ
パ
ン
専
門
店
出
店
に
む
け
た
コ
ン
セ
プ

ト
設
計
・
市
場
調
査
・
融
資
・
広
報
支
援
』

を
テ
ー
マ
に
発
表
。
平
成
28
年
オ
ー
プ
ン

の
高
級
パ
ン
店
の
売
上
が
伸
び
ず
、
既
存

の
１
０
０
円
パ
ン
店
の
利
益
率
が
下
が
り

続
け
る
中
、
全
国
的
に
ブ
ー
ム
に
な
り
つ

６
月
５
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
『
商
工
会
の

日
記
念
事
業
』
を
実
施
し
、
野
球
観
戦
に

訪
れ
た
来
場
者
に
商
工
会
と
ひ
ろ
し
ま
夢

ぷ
ら
ざ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ

を
配
布
し
ま
し
た
。

当
日
の
試
合
は
雨
天
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
18
日
㈪
の
振
り
替
え
試
合

に
て
、
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
商
工
会
と
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
の
Ｐ
Ｒ
画
像
放
映
と
、
プ

レ
ゼ
ン
ト

抽
選
会
を

行
い
ま
し

た
。　
　

　

18
日
の

イ
ベ
ン
ト

に
は
、
広

島
県
商
工

会
連
合
会

の
職
員
が

参
加
。
試

合
は
日
本

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

『
商
工
会
の
日
記
念
事
業
』

を
実
施

県
連

ハ
ム
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
３
０
、７
４
４

人
の
来
場
者
に
対
し
、
商
工
会
と
ひ
ろ
し

ま
夢
ぷ
ら
ざ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

※�

商
工
会
の
日
は
、
１
９
６
０
年
６
月
10

日
に
『
商
工
会
の
組
織
等
に
関
す
る
法

律
（
現
商
工
会
法
）』
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
、
全
国
連
が

１
９
８
５
年
に
制
定
し
た
記
念
日
で
す
。

最優秀賞に輝いた高陽町商工会の熊谷経営指導員の発表

つ
あ
る
コ
ッ
ペ
パ
ン
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン

し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
と

そ
れ
に
伴
う
経
営
支
援
に
つ
い
て
披
露
し

ま
し
た
。

熊
谷
経
営
指
導
員
は
９
月
13
日
、
14
日

に
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る
『
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会
職
員
協
議
会　

経
営
指
導
員
部

会　

研
修
会
』
の
経
営
支
援
事
例
発
表
大

会
に
広
島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

【第188回全国商工会
        珠算検定試験】
１級満点合格者

（平成30年２月18日実施）

呉広域商工会
松山珠算学院
大石　航輔

オリジナルうちわの配布で商工会と夢ぷらざをPR
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